
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子供 

 

 

 

 全校児童が元気に登校          

  新緑がまぶしく、初夏のさわやかな風が吹く季節。５月２５

日、ようやく全校児童が干布小学校にそろいました。隣の席にち

ゃんと仲間がいること、顔を合わせて話ができること、それだけ

で心が落ち着き安心した様子が感じられます。きらきらした目、

マスクの奥のにっこりした笑顔、外で元気に走り回る姿が継続で

きるよう、３密の注意を払い工夫しながら活動を進めていきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

今年度の干布小の児童と教職員の合い言葉は「つなぐ か

わる」です。コロナ禍ではあっても、人との出会いや体験等

を通して様々な価値観にふれ、自分たちで生活がよりよくな

るように変えてほしいと考えています。具体的には、まずは

身の回りの事柄を自分事として捉え自分から協力したり、ど

のような状況なのか話を聞いたりする子供です。マスクをす

る、ソーシャルディスタンスをとる等、１年生であっても自

分で判断して行動する場面が増えています。「自分には何ができるかな」と自分事として考えられる子供

になってほしいと思っています。 

 また、「かわる」ために、「自分からやってみる」という体験を大事にしてほしいということです。教

科書や本を見て、分かっていても、「やってみないと分からない」ことがたくさんあります。例えば、自

分も「大きなかぶ」をつくってみたいと思って育てたら、変形したり腐れたりしたかぶができるかもし

れません。縄跳びにしても、友達が上手に跳んでいるのを見て、跳び方が分かったと思ってやってみた

ら全然跳べないということもあります。６年生はジャガイモの栽培をしていますが、おいしいジャガイ

モをつくりたいからとアサガオのように毎朝水をかけたらどうなるのでしょう。縄跳びにしても、どう

したら自分もうまく跳べるのか、まずは自分がやってみて、課題をみつけて挑戦し、失敗しても、何度

も考えて挑戦し、「前よりもできる自分」に変わってほしいのです。その実感は子供たちの自信に変わり

ます。このように自分から挑戦し簡単にへこたれない、たくましい子供を育てていきたいと考えていま

す。 

 コロナ禍が続く中だからこそ、「つなぐ かわる」を合い言

葉に、学校、家庭、地域がつながり「心豊かに たくましく

伸びていく子供」の育成をめざし教育活動をすすめてまいり

ます。どうぞ、ご協力よろしくお願いいたします。 
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６年 三沢 くるみ 

 いよいよ新年度が始まり、私は６年生になりました。最後の小

学校生活になります。これまでの５年間で私は紅花の学習や宿泊

体験学習などすばらしい経験ができました。最高学年となる今年

は、よりよい１年になるために目標を２つ立てました。 

 まず１つ目は、いろいろなことにチャレンジすることです。今

日ここで話をしていることもチャレンジです。代表でのあいさつ

が決まった時、本当はやりたくありませんでした。でも、去年、

総合で盲導犬ユーザーさんの話を聞き、チャレンジすることの大

切さを学んだので、やってみようと思いました。 

 ２つ目は、勉強をがんばることです。私の好きな教科は体育で

す。なぜかというと、走ったり体を動かすと気持ちがいいからで

す。逆に苦手な教科は算数です。答えまでたどりつくことが大変

だし、みんなの発表を理解するまでに時間がかかるからです。そ

のために、大事なことや忘れやすいことをノートに書いてみんな

の発表が理解できるようにしていきたいです。 

 この２つの目標を忘れないようにして努力して、小学校最後の

１年が自分にとって満足できるものになるようにしたいと思いま

す。新型コロナウィルスが流行っていますが、どんな困難にも負

けずに頑張っていきたいです。 

 

 

 

６年 清水 砂羽 

干布小学校は昨年創立１４０周年を迎えた歴史ある学校で、児童数は１２５名です。 

 干布地区はぶどうやりんご、サクランボなどおいしい果物がたくさん採れる所です。学校の周りにも

果樹園がたくさんあります。地域の人たちはとても優しく地域全体で私たちを見守ってくれています。

また、地域の行事もたくさんあって四谷小との交流やスピーチコンテストなどの活動があります。 

 干布小の自慢はたくさんありますが、その中から３つを紹介します。 

 １つ目はみんな仲がいいことです。通学班でも下学年の面倒を見て安全に登校しています。休み時間

には学年関係なくドッジボールを一緒にしている人たちもいます。学童でもみんな仲良く遊んでいます。 

 ２つ目は、本をたくさん読むことです。昨年は３００冊以上読んだ人もいました。 

 ３つ目は、自分の仕事を率先してすることです。自分の仕事が早く終わった時には、他の仕事を手伝

います。委員会活動でも学校をもっとよりよくしようと、委員の人たちが一丸となり、責任をもって活

動しています。 

 私たちは、これから３名の先生方と活動していくのが楽しみです。干布小のことで何かわからないこ

とがあったら、私たち６年生に聞いてください。これからどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

休校中、朝の会をリモートで体験 

（６年生） 

 
全員そろって授業再開 

これからも感染状況による変更が予想されます。詳細については随時学校ホームページ 
でお知らせしております。学校の様子も含め、ぜひご覧ください。 
学校ホームページ https://www.hosinuno.jp/ 

 


